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Ⅰ. 貧困：問題の所在  
  第 1 章 貧困認識の歴史的変遷  
  第 2 章 現代の貧困認識 ― 従来の考え方 
  第 3 章 貧困の機作追究に資する分析枠組みとしてのケーパビリティ・アプローチ  
Ⅱ. 貧困認識と貧困計測  
  第 4 章 貧困の事実認識(1)：貧困計測手順をめぐる論点の考察 ― 静的な計測  
  第 5 章 貧困の事実認識(2)：貧困計測手順をめぐる論点の考察 ― 動的な計測 
  第 6 章 ケーパビリティ計測の意義とその論点 
  第 7 章 貧困の規範認識と評価：公正とケーパビリティ  
  第８章 社会状態の望ましさまたはよさとしての公正の根拠：相互性とケーパビリテ 
      ィ 
Ⅲ. 貧困がつくりだされる機作  
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  第 9 章 貧困がつくりだされる機作：分析の枠組み─ エンタイトルメントとルール 
  第 10 章 貧困がつくりだされる機作分析事例：  
飢饉時における市場システムの作用 ─ エチオピア遊牧民の場合  
  第 11 章 貧困がつくりだされる機作の分析事例： 















































































以上より、本審査委員会は、本学位申請者に対し、本学学位規程第 18 条第 1項にもとづ
いて、「博士（学術 立命館大学）」の学位を授与することが適当であると判断する。 
